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「ズレ度」と車いす駆動との関係
－健常学生を対象とした基礎的研究－
押川　武志　　小浦　誠吾　　小川　敬之
Relationship between the“slide ratio”and wheelchair driving 
-Basic investigation in healthy students- 
Takeshi Oshikawa   Seigo Koura   Noriyuki Ogawa 
Abstract
Ｗe aimed to determine how the“slide”in the sitting position during wheelchair driving was related
to increased displacement and seating comfort. Slide was evaluated using a“slide ratio.”Comfort was
evaluated using a visual analog scale. This study was conducted with the cooperation of 30 university
students. Wheelchair driving was shown to be affected by a displacement level of more than 15％ and
the majority of students rated a 5% displacement level as comfortable. These values can be used to
davelop an index of evaluation and revalution of wheelchair seating.
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はじめに
車いすは多くの医療・福祉現場で使用されている福祉
用具の１つである．高齢者の場合車いすは移動目的で使
用されはじめるものの，実際は移動する時間よりも座っ
ている時間が長くなっているといわれている．虚弱な高
齢者や障がい者にとって，車いすは移動の用具であると，
同時に快適で機能的な座位姿勢や姿勢変換を行う椅子と
しての役割も重要である1）2）．
このような中，シーティング・コンサルタント協会は
「ズレ度」という指標を発表した．このズレ度は身長を
考慮し，車いすからどの程度ズレたかをパーセンテイジ
で表記する評価法である．この指標の確立により，ズレ
の長さでは身長の個人差により判定が困難であったズレ
の度合がパーセンテージを使用し表記できる．
今回，我々は「ズレ度」を使用し，車いすのズレ度の
増大が上肢のみ使用しての車いす駆動にどのように影響
を与えるのか．また，学生が快適と感じるズレ度はどの
程度なのか，を調査することを目的とした．
対象および方法
対象は，本学学生（以下，学生），男性17名，女性13
名，計30名（19.17±1.12歳）を対象に実施した．なお
調査実施にあたり対象者全員に調査趣旨と倫理的配慮の
説明を十分に行いで同意を得たうえで実施した．
車いすの設定は，日本シーティング・コンサルタント
協会の基準に基づき対象者個人の身体状況にあわせて調
整（フットサポートの調整，車いす駆動位置の確認）し，
理想的アライメントの車いす座位姿勢」（以下ズレ度
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０％）（図１）3）を設定した．車いすはモジュラー車い
す（etac社製）を使用した．
１．調査１
まず，両上肢のみ使用し，30ｍの車いす駆動を30秒
間（誤差前後３秒間）で行うように走行を行った（3－
5回実施）．
次にズレ度０％，ズレ度５％，ズレ度10％，ズレ度
15％，ズレ度20％の5回30ｍ走行をそれぞれ実施し経
過時間を記録した．測定のパーセンテージの決定には
我々が行ったパイロットスタディーを参考に決定した4）．
また，学習効果防止のため，対象者の半数にあたる15
名の学生をズレ度20％から実施した．
その他，調査実施の条件として①駆動時のズレ防止の
ための滑り止めシートの使用，②スタート時の車いすの
状況の統一化，③バックサポートから背中を離さない．
④駆動以外の動作を運営スタッフが行った．（30ｍ以外
の移動），⑤研究終了まで学生に走行時間を提示しない．
⑥車いす駆動後のズレ度の誤差の確認実施，を行った．
２．ズレ度の測定方法5)－6）
ズレ度は古田らが「車いす座位中におこるズレの測定
方法」において報告した方法であり，車いす座面パイプ
を基準とし，２本の差し金を使用して，簡便かつ正確に
ズレ度を測定する方法である．現在，シーティング・コ
ンサルタント協会が提唱しているズレの評価方法であ
る．
３．ズレ度の算出方法
「ズレ度」は以下のような方法で算出した．
ズレ度＝ズレ量(ズレ後－ズレ前)／上肢長×100
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図１　理想の車いす座位
図２　ズレ度の測定部位①
図３　ズレ度の測定部位②
４．調査２
上記調査と同時に各学生に対して，測定したズレ度の
快適さを普段講義で使用する椅子座位を基準にVisual
Alanogue Scale（VAS）を使用（最高の座り心地10点，
最低の座り心地０点）し，各ズレ度における座り心地を
調査した．
ズレ度の結果は，平均値±標準偏差を用いて表示し，
ズレ度０％を基準に対応のあるｔ検定にて各ズレ度との
有意差を検定した．なお，統計処理にはStat View 5.0
を使用し有意水準は１％未満とした．
結果および考察
１．調査１
ズレ度０％との比較においてズレ度５％，10％に有意差
は認められず，15％，20％に有意差が認められた（図４）．
この結果，健常学生でさえもズレ度が増すことにより，
車いす駆動に影響を与えたことが証明された．その境目
となるパーセンテージは10％と15％の間であった．
身体的原因として，２つの原因が考えられる．まず，
状態が後ろのめりになることで，車いすの駆動輪を持つ
範囲が狭くなることである7）8）．McLaurin CA9）らは両
手でハンドリムを操作する場合は，ハンドリムの14時
の場所を掴み11時まで駆動すると効率がよく，車軸の
前方に車軸がくることで前方のみの駆動となり効率が悪
いとしている．ズレ度が増すとこの状態と同様の状況が
起こり14時の場所を掴むはずが13時の場所しか掴むこ
とができず，駆動に影響すると考えられる（図５，写真
4，5）．
次にズレ度が増すことにより，上肢機能に影響を与え
る肩甲帯とバックサポートが接触することである．
Bengt E15）はバックサポートは肩甲骨よりも低くしな
ければならないとし，理由として肩甲骨の自由度が奪わ
れることを指摘している．ズレ度が増すことにより，肩
甲骨がバックサポートに接触する面積が多くなることが
確認できた（図5，写真6，7）．それも車いす駆動を阻
害する１つの要因と考えられる．
さらにズレ度の増大することで，Morita６）らは，滑り
落ちること，圧力潰瘍または奇形の問題をリスクについ
て報告している．また，Stewart11）は心血管，呼吸腹部，
腎臓，または神経病学的システムにおいて問題が生じる
ことを指摘している．シーティングの適応について，座
位保持装置の文献では，脳性麻痺，筋ジストロフィ症，
二分脊椎症，頭部外傷，脊髄損傷，そして高齢者などの
対応手法が述べられている12)－14）．しかし，その程度のズ
レで身体にどのように影響を与えるのか，またどのよう
な活動にどの程度の支障をきたすのかが明確になってい
ない．
今回の研究は，健常学生のデータではあり，両上肢を
使用できる高齢者および身体に様々な障がいをもつ方々
限定のものであるが，車いすシーティングを実施するう
えでの評価や再評価の指標の１つになると考えられる．
また，自ら痛みや苦痛の訴えのできない認知症者におい
ては重要な指標の１つになりえるものと考えられる．
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図５　駆動輪操作範囲の減少と肩甲帯とバックサポートの接触
図４　ズレ度と車いす駆動所要時間
２．調査２
調査２の結果は，ズレ度５％が快適と答える学生が一
番多かった（表１）．
Bengt E15）は，座位姿勢は個人によって全く異なる
ものでると述べ，個人の生活環境における生活スタイル
などが個人の身体機能に影響され，座り方の好みにもば
らつきがあることを示唆している．今回の研究において
も個人の差は，ズレ度５％が快適と答える学生がおおか
ったものの，ズレ度20％が最高点である10点を獲得し
たケースもあった．この結果は，個人の座位における身
体的特徴を正確に評価することはもちろんのこと，評価
者では判断が難しい好みについては，可能な限り対象者
の意見を取り入れることの重要性が示唆された．
まとめ
今回，ズレ度を指標として車いす駆動における影響に
ついて検証した．
今回の研究では健常学生のズレ度において，ズレ度
15％から影響することが明らかとなった．今回のデー
タは健常学生であるため，身体機能が低下している高齢
者においてはさらに少ないズレ度においても影響を与え
る可能性も考えられる．また，好みの座位を調査したこ
とで個人の身体特徴を捉えシーティングを実施すること
の必要性が示唆された．今後，その他の活動におけるズ
レ度との関係を明確にし，シーティングの指標の確立を
目指していきたい．
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表１　ズレ度と座り心地の関係
